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ようやくインフルエンザのニュースが下火になったところでテレビでは厳しい表情のアナウン

サーが国会での予算審議前の財務省問題などを報道した後、急に笑顔で桜の開花情報を伝えてい

ます。これほど目まぐるしく変わる「情報」に置いてけぼりになりそうです。 

さて、この２９年度も目まぐるしく終えようとしています。振り返りますと今年度は県民対象

の手話を知ってもらう機会を作り、手話通訳者、要約筆記者の養成を和歌山市と紀南で開催しま

した。それぞれの講座でお久しぶりの方、新しい方との出会いがあり、親交を深めることもでき

ました。講座はまだ続きますので、私たちも引き続き、取り組んで参ります。 

昨年１２月の和歌山県議会で可決された「手話言語条例」、防災の取り組みなど聴覚障害者の

方々、関係者の方々とともに具体的にどんどん話し合っていきたいと考えております。 

 また、要約筆記への認知度も上げていかねばならず、課題は多くあります。 

 遅ればせながらパンフレットもようやくできました。当センターを多くの方に知っていただく

努力を行ってまいります。テレビ電話も設置して新年度から活用していきます。 

 そのためにも、関係者の方々にまずはセンターを利用していただき、お気づきのことをご教示

ください。 

 新年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

去る１月３１日、第２９回手話通訳士試験結果が発表され、粉川直典さんが見事合格されまし

た。おめでとうございます！ 

これで、和歌山県の手話通訳士は３６人になりました。 

（全国の結果概要…受験者数は１，０３７人、合格者は

８５人で、合格率は８．２％） 

合格についてコメントをいただきました。 

（次のページに掲載） 
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 １２月２日（土）に実施しました手話通訳者全国統一試験

に以下の2人の方が見事合格されました。おめでとうござい

ます！今後、手話通訳者としてご活躍されますことを期待し

ています。 

（全国の結果概要…受験者数は１，８００人、合格者は２

３２人で、合格率は１２．８９％） 

 〇石倉加奈さん（岩出市） 〇橋本和子さん（岩出市） 

 

 

 

 

平成２９年１０月８日（日）に開講しました上記講座は、平成３０年３月４日（日）に修了し、

最後に見極め試験を実施しました。全１８回のうち出席率８０％以上の６人（全 14 人）が試験

に臨みました。 

また、平成３０年度には同会場（串本町古座 ※予定）で「手話通訳Ⅱ」を開催します。 

 

 

 平成30 年1 月18 日（木）に要約筆記者養成講座 手書きコース（全17 回）、また、パソ

コンコース（全23回）は、2月18日（日）に閉講しました。手書きコースは１３人（２９人

中）の方々、パソコンコースは１１人（１５人中）の方々が修了されました。長期間、お疲れ様

でした。今後、要約筆記者としてご活躍されますことを期待しています。 

 

  

 平成30年2月1日（木）要約筆記者養成講座 手書きコース（田辺会場）が開講しました。

これまで、同講座は、和歌山市での開催のみでしたが、紀南にあたる田辺市で初めて開催するこ

とになりました。講座は引き続き5月24日（木）までの全12回で、１８人の方々が受講中で

す。 

今回、念願の手話通訳士試験に合格し、正直ホッとしています。

毎年、10月の試験が終わると進歩が無いなと落ち込み、1月末にか

けては、そわそわと落ち着かない気持ちで過ごしてきました。くじ

けそうになりながらも諦めずに続けてよかったです。 

そして、周りの仲間や先輩、そしてろう者の皆様から、驚くほど

たくさんのお祝いの言葉を頂き、改めて手話に関わることの素晴ら

しさを感じました。今回の結果は、そうした方々に支えて頂いたお

かげだと感謝しています。 

もちろん、ただ資格を持っているだけでは意味が無いので、諸先

輩方に近づけるよう研鑽してまいります。今後も積極的に活動し、

お世話になった恩返しが出来るように、頑張りたいと思います。 
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１．『ミニ日本庭園を造ろう』…8月5日(土)１３：３０～１５：３０ 参加者13人 

２．『南方熊楠ゆかりの地をめぐる』…11月25日(土)１３：３０～１５：３０ 参加者11人 

３．『整理収納のきほん』…12月4日(土）１３：３０～１５：００ 参加者12人 

４．『キャンドルフォルダー』…平成30年2月3日(土）１３：３０～１５：３０参加者5人 

 

  来年度もさまざまな内容で開催予定ですので、 

できるだけたくさんの方々に参加いただけます 

ようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 平成29年度聴覚障害者 IT講習会「初級コース」は、平成30年1月13日（土）から2月

17 日（土）まで全4 回開催しました。VideoPad を使った動画編集や Skype の操作方法等を

学びました。参加延べ人数は、9人でした。また、2月24日（土）からは「Excel（中級コース）」

を実施し、3月17日（土）までの全4回開催し、関数やデータ集計を学びました。参加延べ人

数は15人でした。 

 

 

 

 

 

当センターの交流サロンや事務所、研修室２・３に備え付けていました電光掲示板が変わりま

した。 

これまでは、案内をお知らせするフラッシュが付いていない聴覚障害者にとって不適切なもの

であり、関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしていましたが、３月に工事を行い、フラッシュ

機能が付き、さらに、気象庁との通信により地震が起こる１０秒前に知らせてくれる機能も備わ

りました。１０秒という短いのか長いのか分からない時間をどう生かすか？これからいろいろと

見当を要しますが、事前に分かることで心構えができることは間違いないと思います。 

新しく備わった機能で、利用者の皆さまの命を守ることができますよう、職員一同、気を引き締めて支援方

法を考慮していきたいと思います。 
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(団体含む) 

 １ 月 ２ 月 ３ 月 合計 

貸 出 人 数 １ ０ １ ２ 

貸 出 本 数 ２ ０ ６ ８ 

 

 

 

 

 ビデオライブラリーからおススメ作品をご紹介します。ぜひご利用ください。 

 

『借りぐらしのアリエッティ』（FD２０１７-０１２） 94分 

こびとのアリエッティは、両親と一緒に郊外の古い屋敷の床下でひっそりと暮らしていた。アリエ

ッティたちは屋敷の人たちから、砂糖や電気など生活に必要なものを少しずつ「借りて」くらしてい

た。ある日、その屋敷に病気療養のために12歳の少年・翔がやってきた。人間に姿を見られてはいけ

ないというのが、こびとたちの掟だったが、アリエッティは翔に姿を見られてしまう。 

2010年米林宏昌監督作品。 スタジオジブリ 2010年 

 

 

『ろうを生きる難聴を生きる  手話で楽しむ！  金沢の旅』

（DA2017-005） 15分 

北陸新幹線開業により金沢市は観光客が増加した。その金沢市が自治体として初の取り組みを行

っている。地元ろう者による手話の観光案内だ。お国言葉を交えた説明が、ろう者の間で評判とな

っている。 

手話による観光ガイドの魅力を探る。 

  

『きょうの健康 心筋梗塞を防ぐ 狭心症に注意』（HA2016-006）15分 

心筋梗塞は生活習慣病の多い人がなりやすい。特に肥満や糖尿病、高血圧などは日ごろから気

をつけることが大切。「狭心症に注意」をテーマに国立循環器病研究センター部門長の安田聡さん

にお話を伺う。 

 

※近々、ビデオライブラリー目録２５を登録者（団体）あてに送付予定です。 

今年度入荷しました DVDを掲載していますので、ぜひご利用ください。 

 


